
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　－

口
座
振
替
が
お
得
で
す

－

　
国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一
定
期
間
の

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
で
保
険
料

が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
6
か
月
分
の
保
険
料
を
前
納

す
る
と
、
現
金
で
の
前
納
よ
り
も
さ
ら
に
割

引
に
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
で
の
前
納
を
希

望
す
る
人
は
、
8
月
31
日（
火
）ま
で
に
金
融

機
関
、
高
崎
年
金
事
務
所
、
□本 

国
保
年
金
課

ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
申
し
出
の
際
に
は
、
①
預
貯
金
通
帳
②

預
貯
金
通
帳
届
出
印
③
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の（
年
金
手
帳
、
国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
な
ど
）を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
金
で
の
前
納
を
希
望
す
る
人

は
、
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
に

付
い
て
い
る
下
期
の
納
付
書（
令
和
3
年
10

月
分
〜
令
和
4
年
3
月
分
）を
使
用
し
て
、

11
月
1
日（
月
）ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
中
に
、

就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
な
ど
の
理

由
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以
降
の
期

間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も

　
　
　国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア（
一
部
を
除
く
）で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
土
・

日
・
祝
日
や
夜
間
で
も
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

も
可
能
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
高
崎
年
金

事
務
所
、
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福

祉
課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
納
付
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

□本 

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
1
1
1
6
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
6
0
）

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の
人
は

8
月
2
日
〜
8
月
31
日
の
間
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
中
の
人
は
8
月
12
日
〜
9
月

13
日
の
間
に
届
出
が
必
要
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
次
の
期
間
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
出
が
な
い
と
、
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め

ら
れ
、
さ
ら
に
2
年
間
未
届
け
の
ま
ま
だ

と
、
受
給
資
格
が
喪
失
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
該
当
者
に
は
届
出

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止
中
の
場
合
で

も
届
出
が
必
要
で
す

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
前
年
度
か
ら
引

き
続
き
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止
と
な
る

こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い特
別
窓
口
の
受
付
期
間
▼

①
児
童
扶
養
手
当

8
月
10
日（
火
）〜
17
日（
火
）

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

8
月
12
日（
木
）〜
17
日（
火
）

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
11
日（
水
）は
、
□本 

の
み
午
後
7
時
ま
で

※
期
間
中
は
、
専
用
会
場
で
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す

　
特
別
窓
口
に
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
1
）　

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
2
1
5
3
）
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学
習
の
森
20
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
改
め
て
施
設
の

紹
介
を
し
ま
す
。

第
4
回
　ふ
る
さ
と
学
習
館
の
展
示

　
今
回
か
ら
、
ふ
る
さ
と
学
習
館
の
常
設
展
示
を
紹
介

し
ま
す
。

　
常
設
展
示
は
、
安
中
市
の
歴
史
を
古
い
順
に
展
示
し

て
い
ま
す
。
最
初
の
展
示
は
１
０
０
０
万
年
前
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

　
こ
の
化
石（
左
の
写
真
）は
、
下
秋
間
の
秋
間
川
の
河

原
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
以
前
か
ら
貝

な
ど
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
調
査
の
結

果
、
お
よ
そ
１
０
０
０
万
年
前
の
カ
イ
ギ
ュ
ウ
化
石
の

一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
「
シ
モ
ア
キ
マ
カ
イ
ギ
ュ

ウ
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
全
長
は
約
２
・
５
ｍ

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
モ
ア
キ
マ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
は
、
骨
の
特
徴
か
ら
ジ
ュ

ゴ
ン
の
仲
間
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
暖
か
く
浅
い
海

だ
っ
た
下
秋
間
で
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
よ
う
に
海
藻
を
主
食

に
し
て
暮
ら
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
風
景
を

思
い
描
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

№182

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【8月の休館日】8/3（火）、8/10（火）、8/11（水）、8/17（火）、8/24（火）、8/31（火）

緑豊かな学習の森は散歩や
レジャーに最適です。
※敷地内は火気厳禁です。

　
市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公

民
館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

「
市
民
の
声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス

ト
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
感
じ
て
い

る
こ
と
や
ご
意

見
な
ど
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す


